
B －17　もめん“ふとんわた’･の製綿加工剤が圧

縮弾性に及ぼす影響
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1.　市販のもめん“ふとんわた には，短繊維の絡合

性とかさ高性を向上させる目的で，製綿の最終工程にお

いて綿膜表面に加工剤を噴霧し，接着積層しているもの

がある。ところがこの加工によって，圧縮に対する回復

率，天日乾燥による回復率は低下することがわかった。

実際着用の場合には，加工わた，未加工わたのこのよう

な物理的特性の差異が，人の感覚を通してどのように判

断されるか。この相互関係を調べ，合理的な“ふとんわ

た 選択の基礎資料を得ることが本研究の目的である。

2. 加工剤：PVA,     コロイダルシリカ， 尿素 メラミ

ン樹脂

試料わた 公ﾀB ぶ加白  TTQ規格 特級品

ば 二 が ］̈g） 格外市販品

試料ふとん：上記４種のわたで敷ぶとんを作り,

一冬期問使用

感 能 検 査:  2 点比較法

パネル　女子学生40 名



圧 縮弾 性:JIS L 2001 の基準により測定。

3.　検査結果は次のとおりであった。
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